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櫛
谷
館
長
に
代
わ
り
、
４
月
か

ら
小
須
戸
地
区
公
民
館
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
島
倉
孝
司

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
民
館
業
務
は
初
め
て
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
の
生
涯

学
習
推
進
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
公
民
館
事

業
を
行
う
に
あ
た
り
、
わ
た
く
し

も
皆
様
と
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
と
共
に
歩
む
公
民
館

地
域
と
共
に
歩
む
公
民
館

地
域
と
共
に
歩
む
公
民
館

地
域
と
共
に
歩
む
公
民
館

地
域
と
共
に
歩
む
公
民
館

〜
新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ
〜

〜
新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ
〜

〜
新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ
〜

新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館
長

島 

倉　

孝 

司

プロフィール
・
生
ま
れ―
旧
新
津
市
大
蔵

・
血
液
型―
Ｂ
型

・
性　

格―
お
お
ら
か

・
趣　

味―

読
書
・
散
歩

・
好
き
な
言
葉―

　
　
　

人
間
万
事
塞
翁
が
馬

にいがたボケ１
スリッパ卓球大会

こすどクッキング教室

楽しいフラダンス part2

スリッパ卓球による新潟県大会　　　　　
（競技７種目）

食育・料理の基本を学ぶ
（おはよう朝ごはん料理講習会・男性の料理教室）

穏やかな運動による健康増進と仲間作り

3月

6～7月

5月～6月

語り継ぐ小須戸の文化 地域の魅力を再発見する 10月

新津南高校開放講座 土曜日開催、新津南高校で教諭による教養講
座と実技指導

8～11月

家庭教育力アップ講座 園児の保護者を対象にした家庭教育向上の講
演会及び子育て情報交換

6～2月

冬でも花いっぱい運動 花の植栽作業による学校・地域団体の連携強化

デ イ キ ャ ン プ 長期の休みを利用した子どもの体験学習

10月～11月

やってみよう科学実験 科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造
する力を育む

8月

夏 に 負 け な い
ス ポ ー ツ 体 験

夏休み期間中、学童のひまわり児童を対象に、狭い
館から出て体を動かすスポーツ体験を実施する

高齢者が元気で社会と関わりをもつように促すと
ともに、生きがいを持てるようにする

花と緑の小須戸地域。
花の歴史や花の文化について学ぶ

8月

8月

夏休み勉強部屋オアシス 小中高校生を対象とした夏休み期間中の勉強部屋 7～8月

体験！ニュースポーツ入門 三世代で様々なスポーツに挑戦 8、2月

小須戸地区市民展 地域住民による作品展示 11月

11月

11月

通年

小須戸地区芸能祭 地域住民による芸能発表会

小須戸地区囲碁・将棋大会 参加者の技術向上と囲碁・将棋の交流を図る。

こすど地区公民館報の発行 公民館や地域の明るい話題や情報を紹介

高齢者生きがい講座

小 須 戸 健 康 塾
（ 高 齢 者 学 級 ）

生活に潤いと楽しみを感じてもらう行事を開催 9～11月

小須戸　花の教室 4～6月

社会生活において筆を使う場面は少なくない。
ビジネスマナーの一環として書道を学ぶプ チ 書 道 教 室 11月～12月

これからもずっと輝いているために身体、心、
生活の整え方を学ぶ。

輝 く あ な た
生 活 講 座（仮題）

8～10月

6～11月

世代間交流事業 祖父母と孫で伝統行事を学び共通の体験をす
る（門松づくり・餅つき）

12月

1. 地域コミュニティ
活動の活性化を支援
する事業

2. 学・社・民の融合に
よる人づくり、地域づ
くりを推進する事業

4. 青少年の生きる力
を育む事業

5. 高齢者の学習や社
会参加を支援する事
業

6.現代的課題を探り、
解決を支援する事業

7. その他

3. 家庭の教育力の向
上を支援する事業

重点化項目 事業名 事業の目的・主旨 実施予定月

※詳細については、随時公民館報などでお知らせします。

平成30年度 小須戸地区公民館事業計画年度 小須戸地区公民館事業計画

公
民
館
職
員　
　

玉
井　

康
時

　

11
年
ぶ
り
に
公
民
館
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
白
根
地
区
公
民
館
に
４
年
間
在
籍
し
ま
し
た
。

　

小
須
戸
地
区
公
民
館
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
様
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
ご
教
授
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
公
民
館
長　
　

櫛
谷　

敏
行

　

平
成
27
年
度
か
ら
３
年
間
小
須

戸
地
区
公
民
館
で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
退
職

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
短
い

間
で
し
た
が
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
間
多
く
の
出
会
い
と
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
文
化

協
会
を
始
め
と
し
た
地
域
の
皆
様

か
ら
温
か
く
ご
指
導
ご
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の 

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
公
民
館
職
員　

渡
辺　

昌
子

　

最
後
の
４
年
間
を
小
須
戸
地
区

公
民
館
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、公
民
館
の
閉
館
、新
し

い
小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
の
公
民
館
事
業
の
開
始
、
小
須

戸
文
化
協
会
、
２
つ
の
コ
ミ
協
等
、

地
域
の
皆
様
か
ら
温
か
く
ご
指
導

ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
須
戸
地
区
公
民
館
で
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職
員
交
替

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　第９回にいがたボケ１スリッパ卓球大会が、３月４日（日）、小須戸体育館で開

催されました。

　今年は県外からも初めての参加者があり、昨年より約10人多い110人の参加があ

りました。和気あいあいの中にも７種目に熱戦を繰り広げました。大会の結果は

次のとおりです。

今年も白熱の戦い今年も白熱の戦い、県外から初の参加県外から初の参加者！者！今年も白熱の戦い、県外から初の参加者！
第９回スリッパ卓球大会結果報告第９回スリッパ卓球大会結果報告第９回スリッパ卓球大会結果報告

今年も団五郎と古町が
応援に来てくれました

個
人
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

松
郷　

大
樹 

（
秋
葉
区
）

２
位　

平
田　

薫 

（
阿
賀
野
市
）

３
位　

伊
庭　

一
義 

（
秋
葉
区
）

３
位　

佐
久
間
達
也 

（
秋
葉
区
）

個
人
Ｂ
男
子　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

桑
原　

卓　

 

（
東
区
）　

２
位　

梨
本　

稔
人 

（
南
区
）　

３
位　

南
場　

健
一 

（
江
南
区
）

３
位　

永
井　

信
好
（
三
条
市
）

個
人
Ｂ
女
子　
　
　
　
　
　
　

１
位　

川
村　

京
子 

（
新
保
）　

２
位　

山
澤　

典
子
（
南
区
）　

３
位　

平
田　

良
子
（
矢
代
田
） 

３
位　

河
内　

亮
子 

（
長
岡
市
）

親
子
ラ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　

１
位　

佐
藤　

峰
彦 

（
秋
葉
区
）

　
　
　

佐
藤　

寧
士 

（
小
６
）　

２
位　

八
木　

常
好 

（
横
川
浜
）

　
　
　

八
木　

虎
輝 

（
小
３
）　

３
位　

渡
部　

博
幸 

（
松
ヶ
丘
）

　
　
　

渡
部　

大
地 

（
小
３
）　

混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

１
位　

新
井　

豊　

 

（
埼
玉
県
）

　
　
　

高
津　

浩
子 

（
栃
木
県
）

２
位　

平
田　

薫  

（
阿
賀
野
市
）

　
　
　

佐
々
木
柚
来
（
新
津
一
中
）

３
位　

伊
庭　

一
義 

（
秋
葉
区
）

　
　
　

青
木　

直
美 

（
秋
葉
区
）

３
位　

加
藤　

舞
大
（
新
津
一
中
）

　
　
　

吉
田　

拓
郎
（
新
津
一
中
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

１
位　

小
林　

多
聞 

（
長
岡
市
）

　
　
　

河
内　

亮
子 

（
長
岡
市
）

２
位　

梨
本　

稔
人
（
南
区
）

　
　
　

山
澤　

典
子
（
南
区
）　

３
位　

丸
山　

友
愛 

（
中
央
区
）

　
　
　

松
郷　

大
樹 

（
秋
葉
区
）

３
位　

細
川　

信
義 

（
西
区
）

　
　
　

川
村　

京
子 

（
新
保
）　

小
学
生

１
位　

佐
藤　

寧
士 

（
小
６
）

２
位　

渡
部　

宇
宙
（
小
５)

３
位　

齊
藤
菜
々
美 

（
小
６)

３
位　

長
谷
川
照
奈
（
小
６
）

決勝戦は浴衣を着て
(シングルスＡ)























　

ワン

　第41回日本ボケ展が３月２日
から11日まで「うららこすど」
を会場に開催されました。
　日本一の規模を誇るこのボケ
展は、期間中、約15,000鉢もの
ボケの花が展示即売され、会場
いっぱいに春の香りが漂ってい
ました。
　また、日本ボケ協会員と県内
外のアマチュア愛好家による合
同作品展も同時開催され、全国
から約３万人の方が訪れて大変
賑いました。

春の香り満載春の香り満載
　　「ボケ展」賑う　　「ボケ展」賑う
春の香り満載
　　「ボケ展」賑う 「おはなしのせかいへ」「おはなしのせかいへ」

平成３０年度のご案内平成３０年度のご案内
（新津図書館主催）（新津図書館主催）

「おはなしのせかいへ」
平成３０年度のご案内

（新津図書館主催）

わくわく！ドキドキ！の絵本の読み聞かせと語りの時間です。
どなたでもおいでください。
　新津図書館主催の読み聞かせ会場（区だより参照）共通「スタンプカード」を
　配布しています。プレゼント獲得を目指しスタンプを貯める親子が増加中！
　　　　　　　　　　　◆会場：小須戸まちづくりセンター　１階保育室
　　　　　　　　　　　◆午前１０：３０～１１：００　毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　◆参加費無料・申込不要
　　　　　　　　　　　◆平成３０年度の予定　
　　　　　　　　　　　　4月21日　5月19日　6月16日　
　　　　　　　　　　　　7月21日※こわいおはなし会　8月18日　9月15日
　　　　　　　　　　　　10月20日　11月17日　12月15日※クリスマス会
　　　　　　　　　　　　（平成31年）1月19日　2月16日　3月16日
♡「絵本は心の栄養」です。良い絵本や語り継がれたお話を伝えられた子どもた
ちはいつしか、自ら本を選び、読むようになることでしょう。紹介した絵本は、
小須戸図書室で借りることができます。読書の楽しみを広げませんか？
◇読み手語り手：「おはなしぽけっと」（読み聞かせボランティア）
18年に渡り、おはなしぽけっとの会員が読み聞かせを続けています。
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文　

芸　

欄

譲
り
合
ふ
一
本
道
や
春
の
雪　
　
　
　
　
　

風

間

幸

子

雪
し
づ
か
子
へ
父
母
へ
阿
弥
陀
経　
　
　
　

中

野

太

浪

金
メ
ダ
ル
感
動
胸
に
春
を
待
つ　
　
　
　
　

本

多

玲

子

こ
き
こ
き
と
こ
け
し
鳴
ら
し
つ
春
を
待
つ　

佐
久
間
久
子　
　
　
　
　

回
覧
板
猫
が
出
て
く
る
春
隣
り　
　
　
　
　

間

野

え

り　
　
　
　
　

娘
来
て
会
食
進
む
春
の
宵　
　
　
　
　
　
　

丸

山

紀

子

初
も
の
や
器
に
二
つ
桜
餅　
　
　
　
　
　
　

吉

田

松

子

甘
党
の
夫
に
供
へ
る
桜
餅　
　
　
　
　
　
　

吉

澤

文

子　
　

桜
餅
妻
の
遺
影
に
語
り
か
け　
　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
一
番
宅
配
便
の
若
き
声　
　
　
　
　
　
　

馬

場

綾

子

土
筆
摘
み
片
手
に
拝
む
野
佛
よ　
　
　
　
　

渡

辺

信

子　
　
　

花
々
に
命
を
託
し
生
き
む
と
す　
　
　
　
　

上
田
ス
ミ
イ

　
　
　
　
　

ふ
き
味
噌
を
誉
め
て
晩
酌
追
加
さ
せ　
　
　

会

田　

修

蕗
味
噌
の
香
り
ゆ
た
か
さ
和
の
夕
餉　
　
　

保

科

志

枝

絵
手
紙
の
笊
で
届
い
た
蕗
の
と
う　
　
　

  

能
登
と
し
お

ふ
き
の
と
う
大
雪
地
下
で
春
を
待
つ　
　
　

増

井

都

留　
　
　
　
　
　

ハ
ク
チ
ョ
ウ
よ
美
し
い
絆
家
族
あ
い　
　
　

奉  

和  

崇

肩
書
き
が
と
れ
て
気
楽
な
花
見
酒　
　
　
　

風
間
源
一
郎

孫
息
子
裸
押
し
合
い
逞
し
さ　
　

　

南
魚
沼
絆
を
繋
ぐ　
　
　
　
　
　
　

  　

玲　
　
　

泉

雪
除
け
の
陰
に
絢
爛
と
咲
く
牡
丹

　

舞
台
に
舞
い
る
御
師
と
重
な
る　
　
　
　

高

橋

キ

ヨ

折
り
開
き
ゆ
る
く
な
り
し
手
古
稀
祝

　

子
等
の
贈
り
し
指
輪
優
し
も　
　
　
　
　

吉
田
ま
つ
え

風
邪
を
ひ
き
寝
込
ん
だ
時
に
思
い
出
す

　

ほ
ん
の
り
甘
い
母
の
葛
湯
を　
　
　
　
　

こ　

み　

け

〈蕗の薹〉〈自由吟〉

川  柳短　歌 俳　　　　　句
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　１月から３月末まで３ヶ月間にわたり開催された「ひな・町屋めぐり」が

終了し、期間中723人もの方が市内外から訪れ、町あるきを楽しみました。

様々なイベントが行われましたが、中でも３月３日と４日の二日間にわたっ

て開催されたひなまつり演奏会は、会場に入りきれないほどの人の入りで

したが、両日とも素晴らしい演奏を披露していただき、あたたかな春の日

差しと極上の音楽で満たされた演奏会でした。
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大盛況だった
「在郷町小須戸 ひな・町屋めぐり」

山の手コミ協住民バス社会実験
『山の手ふれあい号』運行始まりました！
　山の手コミュニティ協議会は、通院・通学・買い物等最低限の生活交通

を確保するため、住民バス社会実験を平成30年4月2日（月）より、平日 1日

10便運行することとなりました。

　運行に先立って、4月1日（日）、秋葉区長、秋葉警察署長はじめ多くの来

賓の方々を迎え開始式が挙行され、テープカット終了後、来賓や地域の代

表を乗せて運行ルートを試乗いたしました。

　別紙にて“運行ガイド”を小須戸全地域に配布いたしましたので、買い

物や通院、矢代田駅等に移動する際、小・中・高校生の通学時に、「山の手

ふれあい号」を活用してみてはいかがですか。

　割引回数券を「山の手ふれあい号」車内、ふれあい会館、まちづくりセ

ンターで販売していますので、

ぜひご利用ください。
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申 込 申 込 み ：４月４月２０日（金（金）までまで

小須戸地区図書室新刊案内
【一般書】
・子どものお金 IQ 伸ばすのはどっち？

　　　　　　　　　　　　  （大城太）

・ビジュアルでわかる地球と人類の４６

　億年史　　　　　　　　　 （土屋健）

・認知症アルツハイマー病・レビー小体

  病・ピック病がよくわかる本

                     （広川慶裕 /監）

・100歳まで動ける体になる［筋リハ］

                        （久野譜也）

・一生疲れない人の「脳」の休め方

                         （菅原道仁）

【児童書】
・あいうえどうぶつえん（小林純一 /詩）

・おもちおばけ        （ささきようこ）

・かぜにもらったゆめ    （佐藤さとる）

・恐竜                （富田幸光 /監）

・ひかり舞う            （中川なをみ）

・りっぱな犬になる方法 +1

                   （きたやまようこ）

・どこ？                  （山形明美）

ふき とう

秋葉区自治協議会提案事業 きらめきサポートプロジェクト


